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平成 27 年度 第 234 回教育研究審議会議事要録 

 
日 時  平成 27 年 10 月 6 日（火）13：30～14：40 

場 所  北方キャンパス本館 Ｅ701 会議室  
出席者  近藤学長、松尾副学長、梶原副学長、漆原副学長、柳井副学長、江本事務局長、 
 大平外国語学部長、前田経済学部長、田中文学部長、二宮法学部長、眞鍋地域創生学群長、 
 龍国際環境工学部長、中尾基盤教育センター長、田村慶社会システム研究科長、 
      王マネジメント研究科長、小野学生部長、田村大教務部長、田島入試広報センター長、 
     佐藤情報総合センター長、日髙地域貢献室副室長、後藤評価室副室長 

配布資料   01-1 退職願（法学部） 

1-2 教員採用申請書（環境技術研究所）  

2  地域共生教育センター副センター長の選考について 

3  JICA-北九州市立大学連携「グアテマラ共和国スポーツ・健康振興支援ボランティア 

  連携」（案） 

4  平成27年度前期学友会交渉申し入れ書（回答案） 

5  文部科学省補助事業 地(知)の拠点大学による地方創生推進事業 

  「COCプラス事業（Center of Community）」採択決定 

      6  教職員の功績表彰について 

      7  平成26年度実就職率順位等について 

8  北九州市立大学教員海外出張・研修報告書 

 

 

第１号 教員の人事について 

 ＊ 資料1-1のとおり、法学部からの申請に基づき、五月女律子准教授の平成28年3月31日付けでの割  

  愛退職について提案。 

 
【議長】提案について、承認してよろしいか。 

【委員全員】（異議なし） 

 

 ＊ 資料1-2のとおり、環境技術研究所からの申請に基づき、環境マネジメント(特にエネルギーマネジ

メント)分野担当教員1名の採用申請について提案。 

 

【議長】提案について、承認してよろしいか。 

【委員全員】（異議なし） 

(議案承認の後、選考委員会を設置) 

 

第２号 地域共生教育センター副センター長の選任について 

 ＊ 資料 2のとおり、地域共生教育センター副センター長の選任について提案。 
  

【議長】提案について、承認してよろしいか。 

【委員全員】（異議なし） 

 

第3号 JICA-北九州市立大学連携「グアテマラ共和国スポーツ・健康振興支援ボランティア連携」 

   について 

 ＊ 資料 3のとおり、JICA-北九州市立大学連携「グアテマラ共和国スポーツ・健康振興支援ボランテ 

ィア連携」について提案。 

 

 ● 本事業のボランティア派遣は学生のみで、引率者はいないのか。引率者がいない場合、グアテマラ
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での責任体制はどうなるのか。 

 ○ 引率者はいない。JICAの現地事務所職員と長期ボランティア2名が常に帯同し活動する予定である。 

 ● 不測の事態が発生した場合の危機管理体制はどうなっているのか。 

 ○ JICAの連絡体制で運用する予定である。また、学内での体制についても検討中である。 

 ● 学内選考された派遣候補学生が、JICAによる2次面接で落選することはあるのか。 

 ○ 落選の可能性もある。 

 ● 応募資格に日本国籍を持つ方とあるが、外国籍の永住者、定住者等は応募できないのか。 

 ○ 日本国籍を持つ者のみとなっている。 

 ● 野球経験があれば女性も応募可能か。 

 ○ 応募可能である。 

 ● 学内公募期間(10月26日～11月中旬)が短いのではないか。周知等はどのように考えているのか。 

 ○ JICAの全国的な短期ボランティア公募期間が10月26日～11月25日までとなっている。学内選考があ

るため、学内公募はそれより少し短くしている。また、野球部には個別に周知する。 

 ● JICAでの2次面接が1月下旬に予定されているが、大学の授業や試験等に影響はないか。 

 ○ 可能な限り、授業や試験にかからないよう日程を調整したい。 

 ● 成績調査や進級にかかわる場合等、派遣者と緊急に連絡をとる必要がある際には、国際教育交流セ

ンターを窓口として連絡がとれる体制を整えてもらいたい。 

 ○ そのように対応したい。 

 ● 不測の事態が発生し、教員等を現地に派遣する場合、派遣費用はどこが負担するのか。 

 ○ JICAからは支給されない。非常事態が起こった場合は、大学の危機管理で対応する。 

 

【議長】提案について、承認してよろしいか。 

【委員全員】（異議なし） 

 

第4号 学友会交渉申し入れに対する回答案について 

 ＊ 資料 4のとおり、学友会交渉申し入れに対する回答案について提案。 
 

○ 第 232 回教育研究審議会（平成 27 年 9 月 1 日開催）で示した回答案に対する部局からの意見をと

りまとめた結果、一部内容を修正した。本日の教育研究審議会で承認後、10 月中旬頃に学友会に回

答したい。 

● 内容にかかわるものではないが、一部、文章の修正をお願いしたい。 

○ ご指摘の箇所について、修正を行いたい。  

 

【議長】一部資料修正の上、提案について、承認してよろしいか。 

【委員全員】（異議なし） 

 

 

報告 
 ① 「地(知)の拠点大学による地方創生推進事業(COCプラス)」の採択について、資料5のとおり報告が

あった。 

 ② 教職員の功績表彰について、資料6のとおり報告があった。 

 ③ 平成26年度学部系統別実就職率について、資料7のとおり報告があった。 

  ④ 教員の海外出張について、資料8のとおり報告があった。 

 ⑤ 次回の審議会を10月20日（火）に開催する予定である旨、報告があった。 

 


